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ご支援のお願い 

 

 

謹啓 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

このたび、第10回日本臨床薬理学会東海・北陸地方会を令和8年（2026年）6月14日（日）

に、富山市内の富山大学五福キャンパスにて開催する運びとなりました。 

本会では、『Preparing for the Next Generations これからの臨床薬理学を語ろう!!』をテーマに

いたしました。臨床薬理学を日々研鑽している若手の先生方の講演並びに、臨床試験を計画

する上での諸課題に関する教育講演、IRBを取り巻く最新の知見に関し理解を深めるとともに、

皆さまの交流の場として、実り多い地方会となるよう、鋭意準備を進めております。 

 しかしながら、これらの事業にかかる費用は参加費のみではまかないきれないのが現状で

す。つきましては、誠に恐縮ですが、本会の成功のため、ご協賛・ご支援を賜れば幸甚に存じ

ます。諸般厳しき折ですが、本シンポジウムの趣旨にご賛同いただき、ご協力のほど何卒宜し

くお願い申し上げます。 

謹白 

 令和 8 年 3 月吉日 

第 10 回日本臨床薬理学会東海・北陸地方会   

             大会長  藤 秀人 

（富山大学学術研究部薬学・和漢系医療薬学研究室・ 教授）  



 
 

開 催 概 要 

 
1. 公開シンポジウムの名称 

第 10 回日本臨床薬理学会東海・北陸地方会 

               

2. 主催 

  （主 催）日本臨床薬理学会 

 

3. 開催期間   

令和 8 年 6 月 14（日） 

 

4. 開催場所 

富山大学 五福キャンパス （〒930-8555 富山市五福 3190 番地） 

 

5. 公開シンポジウムの目的と開催意義 

記念すべき 10 回目の地方会のテーマとして、『Preparing for the Next Generations これからの臨

床薬理学を語ろう!!』といたしました。前半部として、ポスター発表（一般演題）を実施し、対面での

活発なディスカッションの場を用意いたします。また、シンポジウムとして、これから臨床薬理学を牽

引してくれる若手研究者による研究報告と抱負を講演いただきます。後半部として、日々高度化・

難化していく臨床研究を取り巻く環境を包括的に理解するために、倫理委員会を保有する施設・

団体への臨床研究の実施体制作りへのサジェスチョンから研究計画を企画する研究者へのアドバ

イスを各専門家から講演をいただきます。 

本会が、これからの臨床薬理学の発展ならびに多くの仲間づくりの機会になることを祈念してお

ります。 

 

6. 開催計画の概要 

１） テーマ  

Preparing for the Next Generations これからの臨床薬理を語ろう!!  

 

２） 参加予定人数   約 150 名 

 

３）プログラム  

 



第 10 回日本臨床薬理学会東海・北陸地方会 

プログラム 
 

期日：令和8年（2026年）6月14日（日） 

場所：富山大学五福キャンパス（富山県富山市五福3190） 
テーマ：『Preparing for the Next Generations ～これからの臨床薬理学を語ろう!!～』 

 

8:30～9:15 モーニングミーティング（ポスターセッション） 

 

9:30～9:35 開会あいさつ 

 

9:40～11:00 臨床薬理学を担う次世代カンファレンス 

 9:40～10:00 Speaker 1 

 10:00～10:20 Speaker 2 

 10:20～10:40 Speaker 3 

 10:40～11:00 Speaker 4 

 

11:00～11:10 休憩 

 

11:10～11:50 教育講演 （臨床研究のプロトコール作成のアドバイス（評価項目の立て方、症例数

の根拠、統計解析の事前の選定など、事例を交えて）（仮題）） 

富山大学 学術研究部医学系 先端医療研究開発学 特命教授 

富山大学附属病院 臨床研究開発推進センター 副センター長 

寺元剛 先生 

 

11:50～12:00 休憩 

12:00～13:00 特別講演 「Single IRB 導入後の施設ガバナンスを考える」 

福島県立医科大学附属病院 臨床研究センター 副センター長 特任教授 

一般社団法人 東北臨床研究審査機構 理事・法人事務局長 

稲野彰洋 先生 

 

13:00～13:05 次年度 会長あいさつなど 

 

13:05～13:10 閉会あいさつ  



４） 開催実績  （第 10 回日本臨床薬理学会東海・北陸地方会） 

 

開催回数 開催時期 大会長 開催地 

第 9 回 2025 年 6 月 7 日 川上 純一 浜松市, web 

第 8 回 2024 年 6 月 9 日 安藤 仁 web 

第 7 回 2023 年 6 月 4 日 近藤 一直 web 

第 6 回 2022 年 7 月 30 日 山内 高弘 web 

第 5 回 2021 年 7 月 30 日 林 秀樹 岐阜市, web 

第 4 回 2019 年 6 月 8 日 山田 浩 静岡市 

第 3 回 2018 年 12 月 1 日 勝野 雅央 名古屋市 

第 2 回 2017 年 5 月 27 日 西川 政勝 三重県津市 

第 1 回 2016 年 5 月 28 日 梅村 和夫 浜松市 

 

 

7. 運営組織  

大会長 藤秀人（富山大学学術研究部薬学・和漢系医療薬学研究室・教授） 

 

 

8. 事務局 
富山大学学術研究部薬学・和漢系医療薬学研究室   
藤秀人 
〒930-0194 富山市杉谷 2630 番地    

Tel: 076-415-8811    Fax: 076-415-8811 
e-mail: hidetoto@pha.u-toyama.ac.jp 


